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人との接触機会の低減に向けた取組みの徹底について（協力依頼） 

 

 

 平素より公益活動の推進に御尽力されていることに敬意を表します。 

新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針においては、接触機会の低

減に徹底的に取り組めば、事態を収束に向かわせることが可能であり、最低７割、

極力８割程度の接触機会の低減を目指すこととしているところです。 

また、4月 22日には、新型コロナウイルス感染症対策専門家会議が開催され、

緊急事態宣言の発出から２週間の対応状況を踏まえて、「新型コロナウイルス感

染症対策の状況分析・提言」（下記、参考を御参照）が取りまとめられたところ

です。 

本提言においては、「８割の接触機会の低減の具体策については、市民にとっ

て、公園やスーパー、商店街などにおいて、人と人との距離をとるよう気をつけ

ることなど具体的にどのように行動すべきかが分かりやすいような形での周知

広報に努めるべき」とされ、あわせて「人との接触を８割減らす、10 のポイン

ト」が示されております。 

つきましては、貴法人におかれましても、別紙「人との接触を８割減らす、10

のポイント」等を御確認いただき、人との接触機会の低減に向けた取組みの徹底

に御高配くださいますよう、お願い申し上げます。 

 

 

【参考】「新型コロナウイルス感染症対策の状況分析・提言」（2020 年４月 22日）

※厚生労働省 HP 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00093.html#h2_1 
 

以 上 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00093.html#h2_1


人との接触を８割減らす、10のポイント
緊急事態宣言の中、誰もが感染するリスク、誰でも感染させるリスクがあります。

新型コロナウイルス感染症から、あなたと身近な人の命を守れるよう、日常生活を見直してみましょう。
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オンライン帰省

ビデオ通話で
スーパーは１人
または少人数で

すいている時間に

２ ３

公園はすいた時間、
場所を選ぶ

ジョギングは
少人数で

通販で

４ 待てる買い物は
飲み会は

５

オンラインで 定期受診は間隔を調整

６ 診療は遠隔診療

自宅で動画を活用

７
飲食は

８

持ち帰り、

宅配も

通勤は医療・インフラ・
物流など社会機能維持
のために

仕事は在宅勤務９

会話は10
マスクをつけて

３つの密を
避けましょう

１．換気の悪い密閉空間
２．多数が集まる密集場所

３．間近で会話や発声をする密接場面

手洗い・
咳エチケット・
換気や、健康管理

も、同様に重要です。

筋トレやヨガは

（別紙）




